
意識と無意識の両方の視点から
子どもたちの心の成長を考える

近年，人間の情報処理機能には意識と無意識の２つのシステムが

あり，９割ほどは無意識のシステムによって決定されていると考え

れています。心理学でよく使用される質問紙法（アンケート調査）

では意識上の心理特性が測定されます。一方，無意識の心理特性も，

潜在連合テスト（Implicit Association Test: IAT）などの方法で数値

化することができます。私はこのIATを使って，児童期・青年期の

発達には欠かせない，無意識レベルの「自尊感情」や「向社会性

（思いやりの心）」について研究を進めています。
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自尊感情や自己肯定感の育成は教育現場で重要視さ

れていますが，意識的な自尊感情が高い場合であって

も，無意識的な自尊感情が低いと，精神的健康や適応

行動に問題が生じてしまうことをご存じでしょうか。

子どもたちの無意識の心の特徴を理解することはとて

も難しいことですが，教育には欠かせない視点です。

意識と無意識の２つのシステムに関する知識は，児

童生徒理解に対する新しい気づきを提供してくれます。

児童生徒理解の知識や技量は，教師として，親とし

て，社会人として，「教える側」に立ったときに発揮

されるだけでなく，自分自身の心の成長に向き合う力

にもなります。私の授業では，自他を尊重し，自律的

な生き方を選択できる学生の育成を目指しています。

意識と無意識の２つのシステムについてのイメージです。意
識は論理的，統制的な処理を行い，無意識は直感的，自動的な
処理を行うと考えられています。
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